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1Ep− 6 　 　 　 　 　
シ ャ ジ ク 麟 黼 胞齣 b 『ea 鼠d剛 こ及 購 匚Cパ つ ゜… 贓・門 ・・　 ［”

’1 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　の 影 響

　　　　　　　　　　　　　　　　　O 大 川 翻秋 ・筒井 泉雄 （大 阪 大 学 ・数 養 部 ・生 物 ）

　 シ ャ ジ ク 藻節閥 細 胞 の 静止 膜躍 位 は．pH 。 7 の 人 工 油水 中 で 一200解 程 魔 で あ る。膜 蹴 位 を蹴 位 闖 定 の 条 件 の 下

で
一4eOmV 付 近 に 閲 定 す る と 内 向 き に 大 電 流 が流 れ 始 め る。膜 の i週 曲縁 は こ の 領 域 に お い て い わ ゆ る 内 向 き 整 流

性 （i・ v・atd 　g 。 i・g　re ・t由 ・ nti 。 ・｝ が麒 著 で あ る。 こ の 現皴 は C。ster （IS65｝ P
に よ り

“

P ，n ，h， th ， eugb
・

と 名

付 け られ た が、膜 の brealtdi。 ven と 深 く閥孫 す る。実験繕果 と し て は、　 （1 ）Ci’の etflux が異 常 に 増力口す る a ）

．

（2 ） HCt／ NaOH に よ りpH 。 を 変化 させ る と．觀 性 儷 で breakd碑 n が 趨 こ り湯 い
e ， 。　（3 ） 瞬 時 蹊 コ ン ダ ク タ ン

ス は 1−V曲 線 の ス ロ
ープ か ら予想 さ れ る ほ ど大 罍 く は な い （10e− 300Pt 　S／ cm2 ）

4 ） e　（喚 ） 饌 の 趨 電 力 が大 髫 く

脱分 極側 に 動い て お り．瞬 時膜 コ ン ダ ク タ ン ス の黝 髫 と LCI

一
の etElux の 増 加 の 結 果 とぽ ぽ 簿 旛 す る 4 ，。　（5 ）

Ca”がbreakdown と 密接な 関 連 が あ る
の 。　（6 》膿 イ ン ピ ーダ ン ス の 性 麌 の 申 で 、勲 性 容 灘 （あ る い は イ ン ダ ク テ

ィ ヴ）
E ・e ・T レ

な 性 賀 が顕 馨 に な る。本爽験 は 饌 の 破壌過穆 と 舗雀過程時 の Cl
一

の 遣 過 性 の 変 化 を麗 定す る こ と に

よ lj
・
・breakdewn の 性 黶 を明 確 に す る こ と を 目的 と して 行 わ れ た。 本 講 演 で は ［Cパ ］゚ 。 ．　 EMg’ “

］ o 及 び ［fi‘］ o

の breakdown に 及ぼ す 影響 に っ い て 焦 点 を絞 る。炎 験 結果 は 次の 瀧 りで あ る。

　 　（1 ）　匸Ca““］ o を 下 げ る と breakdevenは極 め て 容 易 に 認 こ る。逆 に 高 め る と 腰 は 安 定 で あ る．　 a ）　 EMg”10

を高 め る と bre
’
akdoven が容易 に 起 こ る．　こ れ は 膿 に 畷 藉 す る Ca“’と 獵 彎 代 わ る か らで あ る。通常は 　〔Ca’“］ o

／ ［Mg ”

］ om2 で ［Mg”

］ 。 の 効果 は ほ ぼ 消滅す る。　 b ）EGTA に よ る Ca”の 除去 は broa 瞬 岬 n を躓著 に す る。

逆 に La”’
は breakdewnの 麹 こ る 頓域 髪 呷400mV付近 か ら一500−・一？aOmV へ と 移 行 さ せ る。　 （2 ） pHの 効果 ： a ） グ

ッ ドバ ッ フ ァ
ー （MES 、　 TES．　 Triclne ： 5mK ） に よ りpH5 〜9 の 範 囲 で 調 べ る と pH7 に お い て 鰻 も breskdown が起 こ

りに く く、酸 性 側、ア ル カ リ儷 で 麹 こ り易 い 。　 b ） グ ッ ドパ ッ プ ァ
ーとHCt／ 臨 OH に よ る pH の 効果 を 比 較す る と、

pH8 以 下 で は 互 い に 大 差 は な い が、　 NaOH、　 pH9 に お い て bfeakdovn が 離 こ り に く くな ljh　 Cesterel の 轄 果 と一

致す る 。 こ れ は a ） の 結 果 と 矛 盾す る が Nat の 効果 自体 を さ らに 検 醵 す る 必 要があ る。 　 （3 ）膜 イ ン ピーダ ン ス

の イ ン ダ ク テ ィ ヴ な 姓 貿 の pH 依 存 性 を嬲 べ た結 果
Tl

と本 講 演 で の breakdowh 領 域 の pH 依 簪 性 と は 対憲す る。　 （4 ）

イ ン ダ ク テ ィ ヴな 性 質 に 対 す る 鯖 論 ： Brelakdown 領 域 で 見 られ る膜 の イ ン ダ ク テ ィ ヴ な 性 質 は．膜 の 起 竃 力 が 蹊 蝿

位 の 変化 に 対 し て、極 め て 鋭敏 に 旛臀す る か ら で あ る． こ の こ と は．活動 寃 位 の 斃 生 時 に 膜 の 礬麓 的 な 性 格 が、

顕著 に 魂 れ る
8 ｝

こ と と 対応 し て い る。
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